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内視鏡的乳頭括約筋切開術を施行した総胆管結石症例の検討
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内視鏡的乳頭括約筋切開術を施行した総胆管結石症例の検討

裕
人

輔
可
裕

山 野三紀

渡二郎

都丸久

真口宏介2）

水上

大田

折居

高
村
村
峯

邦
茂
雅
博

橋
中
上
本

１１

幸
人
則
正

】
国要

1985年'0月より1994年２月までに当院で内視鏡的乳頭括約筋切開術(Endoscopicsphincterotomy：以下

EST）を施行した総胆管結石症158例を対象にしてその早期合併症および後期合併症につき検討した。症

例の内訳は男女比79対79,平均年齢は男67.2歳，女66.9歳であった。早期合併症は'2例に認めたがいず

れも保存的に軽快した。後期合併症は18例（胆管炎４例，総胆管結石再発９例，胆石胆妻炎５例）に認

めた。有胆妻症例のＥＳＴは術後の胆道感染などを懸念して従来施行されにくい傾向にあったが今回の検

討では有胆妻有石症例であってもＥＳＴ後80％以上は後期合併症を認めず，特に高齢者などの場合はＥＳＴ

を第｜選択とすべきであると考える。
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Ｉ対象と方法はじめに

ＥＳＴは,現在では総胆管結石の治療としては確立さ

れた感がある。しかしながらＥＳＴ施行後の胆嚢炎や

胆管炎の発生，および結石再発などの問題点も残され

ている。今回我々は総胆管結石症に対するＥＳＴ治療

後の経過観察例の検討から種々の合併症の発生頻度と

その要因について検討を行った。

1985年10月から1994年２月までに当院でＥＳＴを施

行した総胆管結石症158例を対象とした｡男女比は７９：

79で，平均年齢は男67.2歳，女66.9であった。年齢分

布では60代から80代が多かった。（表１）

ＥＳＴの切開法はオリンパス社製pull型パピロトミ

ーナイフを使用し，大切開あるいは中切開を原則とし

た。また完全排石の確認はバルーンカテーテルによる

表１対象症例（年齢分布）
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1)旭川厚生病院消化器科〒078旭川市１条通24丁目
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